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笠山山頂から
大和義男  画伯

　ここからの眺めはパールハーバーに似ているという。北は、
近くに六島が点々と浮かび、遥かな水平線上に見島が煙ぶる。
西方には、青海島が遠くにかすみ、南に目を転ずれば城址指月
山と菊ヶ浜が続く。東面は眼下の漁家のせまい家並みが、北の
荒波と南の夕 湾を分断して山陰路に連なる。それに向って下
山すると天然水族館・明神池がある。

「美しき城下町・萩」（昭和48年発行）から

主 な 内 容
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「
幕
末
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」の
プ
レ
展
示
と
し
て

10
月
か
ら
萩
博
物
館
で
企
画
展

うちわで作られた扇風器

　
明
治
維
新
の
原
動
力
と
な
り
、
萩
藩

の
教
育
や
人
材
育
成
の
中
枢
を
担
っ

た
の
が
、
藩
校
明
倫
館
で
す
。
そ

の
藩
校
明
倫
館
の
跡
地
に
立
地
し
、

１
９
３
５
年
（
昭
和
10
年
）
の
建
築
以

来
２
０
１
４
年
ま
で
80
年
間
、
授
業
が

行
わ
れ
て
い
た
旧
明
倫
小
学
校
校
舎
４

棟
（
本
館
は
、国
の
登
録
有
形
文
化
財
）

を
保
存
整
備
し
、
新
た
な
萩
観
光
の
起

点
と
し
て
「
萩
・
明
倫
学
舎
」
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。
全
４
棟
の
う
ち
、
本
館

と
２
号
館
が
先
行
し
て
オ
ー
プ
ン
し
、

萩
の
世
界
遺
産
や
貴
重
な
幕
末
史
料
等

を
展
示
・
紹
介
し
ま
す
。

旧
明
倫
小
校
舎
が

「
萩・明め

い
り
ん
が
く
し
ゃ

倫
学
舎
」と
し
て

来
年
３
月
４
日
オ
ー
プ
ン

　
■
藩
校
か
ら
明
倫
小
ま
で
の

３
０
０
年
の
歴
史
に
触
れ
る

　

本
館
１
階
は
、「
萩
ま
ち
じ
ゅ
う

博
物
館
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
」、
萩
産
の
食
材
や
特
産
品
を

扱
う
飲
食
お
よ
び
物
販
ス
ペ
ー
ス
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
上
演
も
行
わ
れ
る

「
多
目
的
復
元
教
室
」
で
す
。

　
２
階
は
、
藩
校
明
倫
館
の
歴
史
を
分

か
り
や
す
く
紹
介
す
る「
藩
校
明
倫
館

展
示
室
」を
は
じ
め
、
映
画
や
テ
レ
ビ

の
ロ
ケ
地
に
も
な
っ
た
校
舎
の
歴
史
を

伝
え
る「
明
倫
小
学
校
展
示
室
」や
「
復

元
教
室
」、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
で

あ
る
本
館
の
特
徴
的
な
建
築
構
造
を
紹

介
す
る「
天
井
裏
見
学
室
」、
萩
の
ジ
オ

パ
ー
ク
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
「
ジ

オ
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」
を
設
け
ま
す
。

■
世
界
遺
産
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

と
幕
末
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
２
号
館
の
東
側
１・２
階
は
、「
萩
・
世

界
遺
産
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
学ま

な
び
ー
や

び
舎
」の

展
示
資
料
を
移
し
、
新
た
に
体
験
コ
ー

ナ
ー
な
ど
を
加
え
、
２
０
１
５
年
７
月

に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
明
治
日

本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
萩
市
の
５
つ

○
開
館
日　
２
０
１
７
年
（
平
成

29
）
３
月
４
日
（
土
）

○
開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
飲
食
ス
ペ
ー
ス
は
午
前
11
時
～

午
後
９
時
）

○
入
場
料　
・
本
館　
無
料

・
２
号
館　
大
人
３
０
０
円
、
高
校

生
２
０
０
円　
小
・
中
学
生
１
０
０

円
（
団
体
割
引
有
）

○
駐
車
場　
萩
・
明
倫
セ
ン
タ
ー　

普
通
車　
３
１
０
円
（
１
回
）

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
企
画
政
策
課

（
０
８
３
８・２
５・３
１
１
７
）

本館の改修工事（８月末）

◁「江戸時代の科学と技術
　 ― 天文・医学・機巧（からくり）」

象限儀

天球儀

の
資
産
等
を
紹
介
し
ま
す
。

　
西
側
１・２
階
は
、
下
関
市
在
住
の

小
川
忠た

だ
ふ
み

文
さ
ん
（
76
歳
）
が
２
０
１
４

年
萩
市
に
寄
贈
し
た
３
０
０
０
点
余
り

の
幕
末
史
料
（
小
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

か
ら
、
軍
事
、
天
文
、
地
理
、
医
学
、

科
学
な
ど
の
分
野
別
に
、
日
本
や
萩
藩

に
お
け
る
在
来
技
術
か
ら
近
代
技
術
へ

の
発
展
の
歩
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
来
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る「
萩・

明
倫
学
舎
」の
２
号
館「
幕
末
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
で
展
示
さ
れ
る
小
川
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
逸
品
の
数
々
が
、
萩
博

物
館
に
お
い
て
一
般
に
初
公
開
さ
れ

ま
す
。

　
10
月
８
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
萩
博

物
館
の
秋
期
企
画
展
「
江
戸
時
代
の

科
学
と
技
術
」
は
、
萩
市
に
寄
贈
さ

れ
た
小
川
忠
文
さ
ん
の
収
集
資
料

（
小
川
是こ

れ
く
し
ゅ
う

苦
集
＝
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

の
中
か
ら
、
天
文
・
医
学
・
機か

ら
く
り巧
に

関
す
る
器
物
資
料
を
中
心
に
展
示

を
あ
っ
と
驚
か
せ
た
匠
の
技
が
あ
っ

た
！

「
蒸
気
車
模
型
」
江
戸
時
代
、
萩
城

内
を
蒸
気
機
関
車
の
模
型
が
走
っ

た
！

○
会
期　
10
月
８
日
（
土
）
～
12
月

４
日
（
日
）

し
、
江
戸
時
代
の
科
学
と
技
術
の
一

端
を
紹
介
し
ま
す
。

■
展
示
構
成

「
東
洋
と
西
洋
」
江
戸
時
代
、
日
本

は
本
当
に「
鎖
国
」だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
？

「
天
地
を
知
る
」
江
戸
時
代
、
人
々

は
星
を
見
て
何
を
考
え
た
の
で
し
ょ

う
か
？

「
身
体
を
治
す
」
江
戸
時
代
、
病
は

ど
の
よ
う
に
治
療
さ
れ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
？

「
モ
ノ
を
作
る
」
江
戸
時
代
、
人
々

幕末ミュージアム
の展示品
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萩市ゆかりの作家 大 和 義 男
　

大
和
義
男
先
生
は
、
明
治
40
年

（
１
９
０
７
）
に
萩
市
土
原
十
日
市
筋

で
生
ま
れ
、
平
成
４
年
（
１
９
９
２
）

に
84
歳
で
永
眠
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で

葬
儀
が
営
ま
れ
た
（
洗
礼
名
は
パ
ウ
ロ

大
和
）。
亡
く
な
っ
て
２
年
目
の
平
成

６
年
４
月
に
萩
市
民
館
で
「
遺
作
展
」

が
萩
美
術
協
会（
当
時
会
長
は
横
山
繁
）

に
よ
り
行
わ
れ
た
。
そ
れ
以
来
12
年
ぶ

り
の
回
顧
展
が
、９
月
に
開
催
さ
れ
る
。

　
大
和
先
生
は
、
15
年
戦
争
が
始
ま
っ

た
昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）
に
東
京
美

術
学
校（
現
東
京
芸
術
大
学
）を
卒
業
、

光
風
会
、創
元
会
、二
科
展
、新
文
展（
現

日
展
）
な
ど
に
入
選
さ
れ
た
。
昭
和
18

年
（
１
９
４
３
）
に
召
集
を
受
け
中
国

へ
、
留
守
中
に
東
京
の
ア
ト
リ
エ
が
空

襲
の
被
害
に
会
う
も
、
21
年
に
無
事
復

員
さ
れ
た
。

　
阿
武
郡
吉き

べ部
村
に
農
地
を
持
っ
て
い

た
関
係
で
吉
部
中
学
校
に
勤
め
ら
れ
、

美
術
を
通
し
て
、
人
を
育
て
た
い

25
年
に
第
一
中
学
校
に
奉
職
。
そ
の

後
、
昭
和
37
年
（
１
９
６
２
）
か
ら
54

年
（
１
９
７
９
）
ま
で
18
年
間
、
萩
光

塩
学
院
の
美
術
教
師
を
勤
め
ら
れ
た
。

そ
の
傍
ら
、
萩
美
術
協
会
会
長
や
萩
市

文
化
財
審
議
会
員
な
ど
で
も
ご
活
躍
さ

れ
た
。

■
聖
地
巡
礼
の
旅
か
ら

　
昭
和
40
年
（
１
９
６
５
）
に
初
め
て

欧
州
・
中
近
東
へ
行
っ
た
写
生
旅
行
の

こ
と
を
、
59
年
に
山
口
新
聞
に
寄
稿
し

て
い
る
。

　
「
中
東
動
乱
の
合
間
を
縫
っ
て
聖
地

巡
礼
の
旅
に
参
加
。
レ
バ
ノ
ン
の
首
都

ベ
イ
ル
ー
ト
、
シ
リ
ア
の
首
都
ダ
マ
ス

カ
ス
、
ヨ
ル
ダ
ン
の
首
都
ア
ン
マ
ン
、

イ
ス
ラ
エ
ル
の
占
領
下
に
あ
る
エ
ル
サ

レ
ム
に
一
週
間
滞
在
し
た
。
現
在
も
は

て
し
な
く
続
く
レ
バ
ノ
ン
動
乱
と
大
量

虐
殺
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
エ
ル
サ
レ

ム
も
、
キ
リ
ス
ト
の
生
誕
地
ベ
ト
レ
ヘ

ム
も
、
世
界
一
古
い
都
の
ダ
マ
ス
カ
ス

も
、古
い
港
町
ベ
イ
ル
ー
ト
に
し
て
も
、

い
ず
れ
も
何
と
美
し
い
町
で
あ
る
こ
と

か
。
恐
ら
く
、
そ
れ
は
人
々
の
生
活
も

建
物
も
千
年
二
千
年
の
昔
か
ら
ほ
と
ん

ど
変
わ
ら
ず
、
十
字
架
に
か
け
ら
れ
た

キ
リ
ス
ト
が
い
ま
生
き
て
エ
ル
サ
レ
ム

の
街
角
で
宣
教
し
て
い
た
と
し
て
も
少

し
も
目
立
た
な
い
存
在
だ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。」（
画
文
集
か

ら
）

■
純
粋
な
芸
術
家　
無
頓
着
で
自

由
　
こ
の
文
が
収
め
ら
れ
た
「
大
和
義
男

画
文
集
そ
の
二
」（
昭
和
63
年
）
に
は
、

三
輪
休
雪
さ
ん
（
当
時
龍
作
）
が
、
Ｙ

先
生
と
題
し
て
寄
稿
し
て
い
る
。

　
「
僕
は
小
学
４
年
の
こ
ろ
か
ら
Ｙ
先

生
の
所
へ
絵
を
習
い
に
行
か
さ
れ
た
。

Ｙ
先
生
は
東
京
上
野
の
美
校
出
で
、
油

絵
を
描
い
て
お
ら
れ
中
学
校
の
絵
の
教

師
も
し
て
お
ら
れ
た
。
当
時
は
萩
市
内

の
絵
の
教
師
の
活
動
も
活
発
で
、
そ
の

中
で
も
先
生
は
中
心
的
な
役
を
果
た
さ

れ
て
い
た
。
僕
が
中
学
に
入
る
と
担
任

は
Ｙ
先
生
で
あ
っ
た
。
Ｙ
先
生
は
全
然

も
の
に
こ
だ
わ
ら
な
い
純
粋
な
芸
術
家

タ
イ
プ
で
あ
っ
た
の
で
、
学
校
の
多
く

の
教
師
の
中
で
は
ち
ょ
っ
と
異
な
っ
た

存
在
に
見
え
た
。
Ｙ
先
生
は
無
頓
着
で

自
由
で
あ
る
。」

　
今
年
夏
、
休
雪
さ
ん
に
大
和
先
生
の

思
い
出
を
聞
い
た
。

　
「
当
時
は
自
転
車
の
時
代
で
ふ
っ
と

見
た
ら
、
軒
下
で
イ
ー
ゼ
ル
を
立
て
て

絵
を
描
い
て
い
る
先
生
の
姿
を
あ
ち
こ

ち
で
よ
く
見
か
け
た
。
い
つ
も
画
用
紙

と
絵
具
箱
を
持
っ
た
浅
黒
い
顔
の
先
生

の
姿
が
浮
か
ぶ
。
絵
の
具
が
つ
い
た
服

で
、
背
広
を
着
た
人
よ
り
も
一
番
カ
ッ

コ
イ
イ
と
思
っ
た
。
絵
が
好
き
で
、
描

き
た
く
て
描
き
た
く
て
し
ょ
う
が
な
い

本
当
の
絵
描
き
だ
と
思
っ
た
。“
絵
を

描
か
な
い
奴
は
絵
描
き
じ
ゃ
な
い
”
は
、

文
学
・
陶
芸
な
ど
全
て
の
芸
術
に
い
え

る
、
今
も
っ
て
心
に
残
っ
て
い
る
至

言
。」

　
大
和
先
生
の
次
女
、
止

と
め
は
ら原
美
和
子
さ

ん
に
も
話
を
聞
い
た
。

も
「
日
常
生
活
に
は
無
頓
着
な
人
で
、

ス
ケ
ッ
チ
に
出
か
け
る
の
が
好
き
で
し

た
。
車
で
外
に
連
れ
て
行
っ
た
お
礼
の

気
持
ち
で
、
光
塩
の
近
く
の
東
奉
に
よ

く
牛
肉
を
食
べ
に
い
っ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。」

エジプト（1968年）

光塩学院の聖母マリア像

　
「
父
は
、
清
純
な
人
、

欲
の
な
い
人
、
人
の
た

め
に
何
か
す
る
人
が
好

き
で
、
特
に
心
が
清
く

神
様
に
仕
え
る
、
光
塩

学
院
の
シ
ス
タ
ー
が
大

好
き
で
し
た
」。
陶
芸

家
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
孫
の
止
原
理ま

さ
み美
さ
ん

萩
市
美
術
展
特
別
展「
大
和
義
男
展
」

９
月
15
日
（
木
）
～
19
日
（
月・祝
）

午
前
10
時
～
午
後
６
時

萩
市
民
館
小
ホ
ー
ル　
入
場
無
料
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萩
が
舞
台
、
夫
婦
愛
の
映
画

「
八
重
子
の
ハ
ミ
ン
グ
」

舞台あいさつの陽信孝さん（左）と佐々部清監督

萩
で
完
成
披
露
試
写
会

　
萩
市
な
ど
山
口
県
内
で
ロ
ケ
が
行
わ

れ
た
映
画
「
八
重
子
の
ハ
ミ
ン
グ
」
の

完
成
披
露
試
写
会
が
、
８
月
５
日
に
萩

ツ
イ
ン
シ
ネ
マ
で
行
わ
れ
、
制
作
を
支

援
し
た
実
行
委
員
会
の
関
係
者
な
ど
約

１
３
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
映
画
は
、
金
谷
天
満
宮
宮
司
で
、
元

萩
市
教
育
長
の
陽

み
な
み

信の
ぶ
た
か

孝
さ
ん
（
萩
高
校

昭
和
32
年
卒
）
の
実
体
験
を
描
い
た
も

の
で
、
自
ら
が
ん
手
術
を
乗
り
越
え
、

若
年
性
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
妻
を
介

護
し
た
12
年
間
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
舞
台
あ
い
さ
つ
で
、
佐さ

さ

べ
々
部
清き

よ
し
監

督
は
「
命
が
け
で
取
り
組
ん
だ
作
品

で
、
夫
婦
の
純
愛
と
家
族
の
愛
情
に
溢

れ
た
物
語
で
す
」。
陽
さ
ん
は
「
ご
支

援
を
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
に
感
謝
し

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

佐
々
部
監
督
の
執
念
が
実
る

（「
キ
ネ
マ
旬
報
」
７
月
下
旬
号
「
み
ん

な
が
観
た
い
、
い
い
映
画
」
か
ら
）

　
映
画
は
、
４
度
の
が
ん
手
術
か
ら
生

還
し
た
夫
が
、
若
年
性
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
の
妻
を
介
護
し
た
４
０
０
０
日

の
記
録
を
綴
っ
た
「
八
重
子
の
ハ
ミ
ン

グ
」（
陽
信
孝
著
／
小
学
館
刊
）
が
原

作
で
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
に
侵
さ
れ
た

妻
と
ガ
ン
を
宣
告
さ
れ
た
夫
の
、
12
年

間
に
わ
た
る
夫
婦
愛
を
描
く
と
同
時

に
、
老
老
介
護
と
い
う
社
会
問
題
を
世

に
問
う
も
の
。
こ
れ
は
佐
々
部
監
督
が

以
前
か
ら
温
め
て
き
た
企
画
で
、
メ

ジ
ャ
ー
の
映
画
会
社
で
は
な
か
な
か
実

現
で
き
ず
、
自
ら
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

と
な
っ
て
製
作
費
を
集
め
、
自
主
的
映

画
と
し
て
成
立
さ
せ
た
。

　
出
演
は
妻
の
八
重
子
役
に
、「
旅
の

重
さ
」（
72
年
）、「
サ
ン
ダ
カ
ン
八
番

娼
館　
望
郷
」（
74
年
）、「
雨
が
好
き
」

（
83
年
）
の
高
橋
洋
子
、
29
年
ぶ
り
の

ス
ク
リ
ー
ン
に
復
帰
す
る
。

　
夫
の
誠
吾
役
に
升ま

す
毅た

け
し、

ほ
か
に
梅
沢

富
美
男
、
文あ

や
ね音

、
井
上
順
、
朝
加
真
由

美
ら
が
共
演
。

　
撮
影
は
佐
々
部
監
督
の
故
郷
・
山
口

県
下
関
市
、
萩
市
な
ど
で
今
年
３
月

に
行
わ
れ
た
。
公
開
は
今
年
10
月
末

か
ら
山
口
県
で
の
先
行
を
皮
切
り
に
、

２
０
１
７
年
に
全
国
で
順
次
公
開
予

定
。

　
「
ツ
レ
が
ウ
ツ
に
な
り
ま
し
て
。」

（
11
年
）、「
東
京
難
民
」（
14
年
）
な
ど
、

き
び
し
い
現
実
の
中
で
懸
命
に
生
き
る

人
物
を
温
か
く
見
つ
め
て
き
た
佐
々
部

清
監
督
が
、
こ
の
テ
ー
マ
を
ど
う
描
く

10
月
29
日
か
ら
山
口
県
内
先
行

ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
、
来
春
全
国
公
開

■上映予定
山口県内先行ロードショー
■ 10 月 29 日（土）～
　▷萩ツインシネマ　0838-26-6705
　▷シネマサンシャイン下関　083-235-3001
　▷宇部シネマスクエア 7　0836-37-2525
　▷シネマ・ヌーヴェル（周南）0834-21-2525
■ 11 月 12 日（土）～
　▷ＭＯＶＩＸ周南　0833-45-2600
　▷イオンシネマ防府　0835-22-9066
2017 年春から東京・大阪ほか全国順次公開予定
　▷有楽町スバル座（東京）　03-3212-2826

※上映時間および詳細、特別鑑賞券 1,400 円に関し
ては、各劇場にお問い合わせください。
※上映館の最新情報は「八重子のハミング」公式ホー
ムページ＞劇場案内をご覧ください。

の
か
。

　
佐
々
部
監
督
の
「
命
を
か
け
て
映
画

を
作
り
ま
す
と
初
め
て
公
言
し
た
」
と

い
う
言
葉
に
、
こ
の
映
画
に
懸
け
る

並
々
な
ら
ぬ
想
い
の
深
さ
が
窺
え
る
。

心
し
て
公
開
を
待
ち
た
い
。

いつか来る夫婦の別れ。
ゆっくりと二人で歩む
“ ありがとう ” の人生

▽監督・脚本　佐々部清
▽劇中曲　谷村新司「いい日旅立ち」「昴

すばる
」

▽スチール　下瀬信雄
▽時間　1 時間 52 分

萩
ロ
ケ
で
の
１
コ
マ
、
右
は
娘
役
の
文
音
さ
ん
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大阪谷町の
「パティスリー・ラ・プラージュ」

本物のフランス菓子の店

萩 ゆ か り の 店

　
店
内
に
は
色
と
り
ど
り
の
フ
ラ
ン
ス
菓
子
や

焼
き
菓
子
が
並
び
、
目
を
惹
き
つ
け
ら
れ
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
し
て
12
年
目
と
な
り
、
手
作
り
に
こ

だ
わ
っ
た
「
ラ
・
プ
ラ
ー
ジ
ュ
」
の
ス
イ
ー
ツ

に
は
多
く
の
フ
ァ
ン
が
い
ま
す
。
な
か
で
も

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
エ
ク
レ
ア
が
イ
チ
バ
ン
人
気

で
す
。
フ
ラ
ン
ス
、
バ
ロ
ー
ナ
社
の
エ
ク
ス
ト

ラ
・
ビ
タ
ー
（
最
高
級
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
）
を

使
用
し
た
エ
ク
レ
ア
で
す
。

　
パ
リ
ジ
ャ
ン
の
愛
す
る
本
物
の
フ
ラ
ン
ス
菓

子
を
作
る
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
は
、
萩
市
出
身
の

林
正
人
さ
ん
（
昭
和
38
年
生
ま
れ
、
53
歳
。
土

原
出
身
で
明
倫
小
、
萩
第
一
中
学
校
、
奈
古
高

校
卒
）。

　
東
京
銀
座
「
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
ド
レ
カ
ン
」、

赤
坂
「
マ
エ
ス
ト
ロ
ポ
ー
ル
ボ
キ
ュ
ー
ズ
」
を

経
て
渡
仏
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
で

３
年
半
修
業
後
に
帰
国
。
東
京
恵
比
寿
「
タ
イ

ユ
パ
ン　
ロ
プ
シ
ョ
ン
」
シ
ェ
フ
、
パ
テ
シ
エ

に
。
２
０
０
４
年
８
月
、
大
阪
谷
町
に
「
ラ
・

プ
ラ
ー
ジ
ュ
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
林
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
変
に
日
本
人

に
合
わ
せ
ず
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
味
を
で
き
る
だ

け
そ
の
ま
ま
日
本
で
再
現
し
ま
し
た
。
本
物
の

フ
ラ
ン
ス
菓
子
の
深
い
味
わ
い
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
」。

住
所
：
大
阪
市
中
央
区
北
新
町
３
︲
７

１
Ｆ
（
地
下
鉄
谷
町
線
・
谷
町
四
丁
目
４
番
出

口
か
ら
徒
歩
５
分
）

営
業
時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
７
時

定
休
日
：
毎
週
月
曜
日

☎
０
６・６
９
４
９・３
９
３
８

エクレア（230円）イチバン人気！

　
福
岡
市
在
住
の
司
法
書
士
、
須
郷

昌ま
さ
の
り徳

さ
ん
（
萩
市
小
川
出
身
、
萩
高
昭

和
34
年
卒
、
75
歳
）
が
発
行
責
任
者
と

な
り
、
平
和
論
議
に
「
一
石
」
を
投
じ

よ
う
と
冊
子
「
Ｉ
ｓ
ｓ
ｅ
ｋ
ｉ
」
を
今

年
６
月
創
刊
し
ま
し
た
（
年
２
回
発
行

予
定
）。

　
戦
争
で
父
を
亡
く
し
た
須
郷
さ
ん
は
、

創
刊
に
あ
た
っ
て
「
今
こ
そ
平
和
が
叫

ば
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
に
、
日
本

で
は
平
和
の
無
力
さ
を
あ
げ
つ
ら
う
権

力
者
的
な
論
調
だ
け
が
ま
ん
延
し
て
い

る
」
と
い
う
危
機
感
か
ら
、
政
界
の
第

一
線
で
活
躍
し
た
人
や
財
界
人
に
寄
稿

を
依
頼
し
ま
し
た
。

　
福
岡
大
学
非
常
勤
講
師
の
須
郷
さ
ん

は
「
今
こ
そ
世
界
人
権
宣
言
の
精
神
を

取
り
戻
そ
う
」
と
題
し
て
、「
父
は
教

員
で
し
た
。
学
徒
動
員
の
生
徒
た
ち
を

引
き
連
れ
て
、
下
松
市
の
日
立
笠
戸
工

場
に
赴
い
て
い
た
と
き
に
亡
く
な
り
ま

し
た
。
死
因
は
栄
養
失
調
と
聞
い
て
い

ま
す
。・
・
幼
い
な
が
ら
に
私
は
戦
争

を
憎
み
ま
し
た
。（
略
）
平
和
と
は
状

態
概
念
で
は
な
い
、
と
私
は
考
え
ま
す
。

平
和
は
そ
れ
を
常
に
意
識
し
て
、
創
り

だ
そ
う
と
す
る
実
践
の
結
果
で
あ
る
の

で
す
。
平
和
の
た
め
に
な
す
こ
と
は
、

こ
う
し
た
精
神
を
訴
え
続
け
て
い
く
こ

と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
て
い

ま
す
。

　

冊
子
は
Ｂ
５
版
、
12
ペ
ー
ジ
、

３
０
０
円
。
次
号
（
年
内
発
行
）
に
向

け
て
準
備
中
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、須
郷
昌
徳
さ
ん（
福

岡
市
中
央
区
舞
鶴
３
︲
１
︲
30
、
☎

０
９
２・７
２
１・１
６
０
０
）

　
元
自
民
党
衆
議
院
議
員
の

古
賀
誠
氏
は
「
世
界
に
誇
り

う
る
日
本
国
憲
法
～
守
る
べ

き
は
平
和
」、
元
公
明
党
衆

議
院
議
員
の
東
順
治
氏
は

「
平
和
を
創
り
続
け
る
国
に

～
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
」

の
タ
イ
ト
ル
で
寄
稿
し
て
い

ま
す
。

創刊号「平和」を考える

福
岡
市
の
須
郷
昌
徳
さ
ん
が
平
和
に
つ
い

て
考
え
る
「
Ｉ
ｓ
ｓ
ｅ
ｋ
ｉ
」
創
刊

　フランス菓子の伝統を守りながら、確かな技術と材
料を生かした心温まるパティスリー（ケーキや洋菓子）
をお届けするお店が大阪市谷町にあります。
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昨
年
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
「
花
燃
ゆ
」
は
、
台
湾
に
お
い
て

も
今
年
２
月
か
ら
４
月
に
放
送
さ
れ

ま
し
た
。
ド
ラ
マ
の
準
主
役
・
楫か

と
り取

素も
と
ひ
こ彦

（
初
代
群
馬
県
令
）
の
次
男
で
、

吉
田
松
陰
の
甥お

い
に
あ
た
る
楫
取
道み

ち
あ
き明

は
、
１
８
９
５
年
（
明
治
28
）
台
湾
に

お
け
る
近
代
教
育
の
先
駆
け
と
な
る
べ

く
台
湾
に
渡
り
、
台
北
市
内
に
開
校
し

た
芝し

ざ
ん
が
ん

山
巌
学
堂
に
赴
任
し
、
松
下
村
塾

を
理
想
と
し
た
教
育
に
情
熱
を
傾
け
ま

し
た
。
翌
96
年
に
抗
日
派
の
住
民
に
襲

わ
れ
、
同
僚
の
日
本
人
教
育
者
５
人
と

と
も
に
、
現
在
の
台
北
市
士し

り
ん林

区
に
お

い
て
志
半
ば
に
し
て
殉
職
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
道
明
を
含
む
殉
職
し
た
６

人
の
教
師
は
、「
六ろ

く
し氏

先
生
」と
呼
ば
れ
、

彼
ら
の
台
湾
で
の
教
育
に
か
け
た
６
人

の
情
熱
は
「
芝
山
巌
精
神
」
と
し
て
語

り
継
が
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
教
育
に
身
命
を
賭
し
た
楫
取
道
明
の

熱
い
志
を
顕
彰
す
る
た
め
、
萩
市
で
は

台
湾
台
北
市
士
林
区
と
の
交
流

士林区にある六氏先生の墓所
（楫取能彦さん提供）
〔左から〕関口長太郎（愛知

県）、平井数馬（熊本県）、楫
取道明（山口県）、井原順之
助（山口県）、桂金太郎（東
京都）、中島長吉（群馬県）

２
０
１
４
年
（
平
成
26
）
11
月
に

視
察
団
を
派
遣
し
、
教
育
の
聖
地

で
あ
る
芝
山
巌
の
墓
地
、
記
念
碑

へ
献
花
し
、
台
北
市
士
林
区
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
の
台
湾
訪

問
へ
の
答
礼
と
し
て
、
楫
取
道
明

没
後
１
２
０
年
に
当
た
る
今
年
、

７
月
31
日
か
ら
８
月
３
日
ま
で
、

台
北
市
士
林
区
か
ら
区
長
を
は
じ

め
と
す
る
５
人
の
友
好
交
流
訪
問

団
が
萩
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
江こ

う
け
い
き
慶
輝
・
士
林
区
長
は
「
互
い

に
教
育
の
ま
ち
、
観
光
の
ま
ち
と

し
て
友
好
関
係
が
深
ま
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

松
陰
の
甥
・
楫
取
道
明
の
殉
職
地

　
萩
市
出
身
で
宮
城
県
石
巻
市
の
開
祖

と
称
さ
れ
る
川
村
孫ま

ご
べ
え
し
げ
よ
し

兵
衛
重
吉
翁
が
、

東
北
一
の
大
河
で
あ
る
北
上
川
の
大
改

修
工
事
に
着
手
し
て
か
ら
４
０
０
年
の

記
念
す
べ
き
節
目
の
年
に
当
た
る
今
年

４
月
８
日
、萩
市
と
石
巻
市
の
友
好
交

流
の
発
展
を
図
る
た
め
、「
友
好
都
市
提

携
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　
協
定
の
締
結
に
伴
い
、７
月
31
日
、８

月
１
日
に
開
催
さ
れ
る
川
村
孫
兵
衛
重

吉
を
顕
彰
す
る
「
石
巻
川
開
き
祭
り
」

へ
招
待
を
受
け
、野
村
萩
市
長
、西
島
萩

市
議
会
議
長
ほ
か
11
人
が
石
巻
市
を
訪

▷東光寺境内にある「六氏先
生追慕之碑」「道明の墓碑」に
て士林区友好交流訪問団

問
し
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
は
じ
め
、毛
利
家
家
臣
の

川
村
孫
兵
衛
重
吉
翁
は
、伊だ

て達
家
に
土

木
技
術
の
才
を
見
込
ま
れ
、北
上
川
の

改
修
や
石
巻
の
築
港
を
手
が
け
、北
上

川
流
域
か
ら
の
米
の
輸
送
を
可
能
と

し
、江
戸
へ
の
搬
送
路
を
確
保
し
ま
し

た
。そ
の
結
果
、伊
達
藩
に
も
農
民
に
も

多
大
な
経
済
効
果
を
も
た
ら
し
、石
巻

発
展
に
大
き
な
貢
献
を
し
ま
し
た
。

　
野
村
市
長
は
「
３
・11
東
北
大
震
災

か
ら
５
年
と
い
う
時
期
に
訪
問
し
、現

在
の
石
巻
の
基
礎
を
築
い
た
萩
出
身
の

先
人
の
偉
業
に
対
し
て
、４
０
０
年
経

た
今
な
お
地
元
で
は
「
報
恩
感
謝
」の

行
事
が
継
続
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
心
を
打
た
れ
た
」と
語
り
ま
し
た
。

宮
城
県
石
巻
市
と
の
交
流

萩
出
身
の
川
村
孫
兵
衛
重
吉
翁
が

４
０
０
年
前
に
北
上
川
大
改
修

ま
し
た
。
士
林
区
は
台
北
市
の
北
側
、

12
区
の
う
ち
最
も
大
き
く
（
62
㎢
）、

人
口
は
29
万
人
。
故
宮
博
物
院
や
陽
明

山
、
士
林
官
邸
な
ど
多
く
の
観
光
名
所

が
あ
り
、
士
林
夜
市
は
台
湾
を
代
表
す

る
観
光
夜
市
と
し
て
有
名
で
多
く
の
外

国
人
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

日
ひ よ り や ま

和山公園の「川村孫兵衛銅像」にて萩市訪問団

石巻川開き祭り
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萩
市
に
よ
る
先
祖
二
代
続
い
て

の
顕
彰

2 0 1 6 . 9

. 1

巌
の
こ
と
を
ず
っ
と
気
に
か
け
て
い
て
、

一
度
は
台
湾
を
訪
問
し
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
つ
い
に
そ
れ

は
叶
わ
ず
平
成
10
年
に
死
去
し
た
。
父

の
思
い
を
受
け
継
い
だ
私
は
、
よ
う
や

く
平
成
24
年
２
月
に
芝
山
巌
を
訪
れ
た
。

戦
後
の
国
民
党
政
権
下
、
六
氏
先
生
を

祀
っ
た
お
墓
は
破
壊
さ
れ
、
伊
藤
博
文

初
代
首
相
が
揮き

ご
う毫

し
た
「
学
務
官
僚
遭

難
之
碑
」
は
横
倒
し
に
さ
れ
放
置
さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
私
が
訪
れ
る
17
年
前

の
平
成
７
年
に
お
墓
は
再
建
さ
れ
た
。

台
湾
が
国
民
党
独
裁
か
ら
民
主
化
さ
れ
、

芝
山
巌
学
堂
を
も
っ
て
創
立
校
と
す
る

士
林
小
学
の
校
友
会（
同
窓
会
）が
担
っ

た
事
業
で
あ
っ
た
。
学
務
官
僚
遭
難
之

碑
は
そ
の
５
年
後
新
た
に
台
座
が
設
置

さ
れ
立
派
に
建
て
直
さ
れ
た
。
こ
れ
は

公
の
台
北
市
の
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
。

戦
前
の
台
湾
に
お
い
て
六
氏
先
生
と
し

て
慕
わ
れ
た
６
人
の
殉
職
教
師
は
、
戦

後
時
の
権
力
に
よ
り
奴
隷
化
教
育
者
と

し
て
憎
む
べ
き
対
象
と
さ
れ
た
が
、
言

論
と
表
現
の
自
由
を
得
た
民
主
国
台
湾

の
人
々
に
よ
り
再
び
教
師
と
し
て
の
名

玄げ
ん
ず
い瑞
の
養
子
に
な
る
が
、
玄
瑞
の
死
後
、

玄
瑞
の
実
子
が
現
れ
た
た
め
、
あ
と
を

譲
り
楫
取
家
に
復
籍
す
る
。
そ
の
後
司

法
省
、
農
商
務
省
、
宮
内
省
な
ど
に
勤

め
る
が
、
明
治
28
年
６
月
日
本
領
土
に

な
っ
た
ば
か
り
の
台
湾
に
学
務
官
僚
と

し
て
赴
き
、
初
め
て
の
日
本
語
伝
習
学

校
芝し

ざ
ん
が
ん

山
巌
学
堂
の
教
師
に
な
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
道
明
は
、
台
湾
に

渡
っ
て
か
ら
わ
ず
か
半
年
の
明
治
29
年

元
旦
、
勤
務
地
台
北
北
郊
の
士し

り
ん林

に
位

置
す
る
芝
山
巌
に
於
い
て
抗
日
ゲ
リ
ラ

に
よ
り
５
人
の
同
僚
教
師
と
共
に
惨
殺

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
芝
山
巌
事

件
で
あ
る
。
殉
職
し
た
６
人
の
教
師
は

六
氏
先
生
と
し
て
祀
ら
れ
、
日
本
統
治

下
の
台
湾
教
育
界
の
象
徴
的
存
在
に
な

り
、
芝
山
巌
は
教
育
の
聖
地
と
さ
れ
た
。

　
道
明
の
お
墓
は
萩
市
の
名

め
い
さ
つ刹
東
光
寺

に
あ
る
。
私
が
道
明
の
墓
参
り
に
初
め

て
行
っ
た
の
は
昭
和
43
年
、
大
学
３
年

生
の
時
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
東
光
寺
の

あ
ま
り
に
も
立
派
な
様
子
に
大
変
驚
い

た
。
東
京
か
ら
両
親
と
共
に
行
っ
た
旅

だ
っ
た
が
、
そ
の
時
父
か
ら
「
道
明
さ

ん
が
台
湾
で
非
業
の
死
を
遂
げ
な
け
れ

ば
こ
ん
な
立
派
な
毛
利
家
の
菩
提
寺
に

弔
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
よ
」

と
教
え
ら
れ
た
。

　　
父
松ま

つ
わ
か

若
は
祖
父
道
明
が
没
し
た
芝
山

楫
取
家
五
代
当
主

（
東
京
都
在
住
、
70
歳
）

楫か
と
り取  

能よ
し
ひ
こ彦

さ
ん

楫
取
道
明
、
芝
山
巌

事
件
で
非
業
の
死

芝
山
巌
を
訪
ね
る

お
け
る
特
別
展
「
楫
取
素
彦
と
幕
末
・

明
治
の
群
像
」
を
は
じ
め
多
面
的
に
素

彦
の
顕
彰
活
動
を
展
開
し
て
い
た
だ
い

た
が
、
今
度
は
道
明
の
顕
彰
に
取
り
組

ん
で
く
だ
さ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
先

祖
二
代
続
い
て
の
顕
彰
に
は
恐
縮
す
る

ば
か
り
で
あ
る
。
素
彦
も
幕
末
の
志
士

や
明
治
の
元
勲
た
ち
の
陰
に
隠
れ
た
存

在
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
無
名
の
道
明

と
は
何
者
で
あ
ろ
う
か
。
６
歳
で
久
坂

誉
を
回
復
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
道
明
は
日
清
戦
争
終
結
直
後
の
情
勢

未
だ
定
ま
ら
な
い
台
湾
に
、
何
故
、
教

師
と
し
て
赴
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼

の
実
父
は
楫
取
素
彦
、
義
父
は
久
坂
玄

瑞
、
そ
し
て
叔
父
は
吉
田
松
陰
で
あ
る
。

道
明
の
こ
の
特
異
な
出
自
が
教
育
に
殉

じ
る
道
を
選
ば
せ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
思
い
が
し
て
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。

　
私
は
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
で
話

題
に
な
っ
た
楫
取
素も

と
ひ
こ

彦
の
玄や

し
ゃ
ご孫

で
、
家

名
を
小
田
村
か
ら
楫
取
に
改
め
た
素
彦

か
ら
数
え
て
五
代
目
に
な
る
。「
花
燃

ゆ
」
に
も
登
場
し
た
素
彦
の
次
男
久く

め米

次じ
ろ
う郎
（
道み

ち
あ
き明
）
は
私
の
曽
祖
父
で
あ
る
。

　
萩
市
に
は
平
成
24
年
の
萩
博
物
館
に

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
４
６
年
（
昭
和
21
年
）
山
口
県

三
隅
町
（
現
長
門
市
）
生
ま
れ
。

65
年
東
京
都
立
九
段
高
校
卒
、
71
年

早
稲
田
大
学
政
経
学
部
卒
、
同
年
株

式
会
社
博
報
堂
入
社
。
２
０
０
４
年

取
締
役
常
務
執
行
役
員
、
10
年
博
報

堂
健
康
保
険
組
合
理
事
長
、
11
年
理

事
長
を
退
任
し
40
年
間
の
博
報
堂
グ

ル
ー
プ
勤
務
を
終
え
る
。

現
在
、
菊
友
会
（
都
立
九
段
高
校
同

窓
会
）
理
事
長
、
錦
会
（
博
報
堂
グ

ル
ー
プ
Ｏ
Ｂ
の
会
）
会
長
。

「学務官僚遭難之碑」と楫取さん

台
湾
で
殉
職
し
た
曽
祖
父
道
明
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な
し
、
り
ん
ご
の
ほ
か
、
農
業
組
合
法

人
お
お
じ
も
フ
ァ
ー
ム
が
生
産
し
た

佐
々
並
産
こ
し
ひ
か
り
も
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
関
西
に
は
、
父
と
同
世
代
の

山
口
農
業
高
校
佐
々
並
分
校
の
卒
業
生

が
多
く
在
住
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
都

市
か
ら
の
応
援
団
と
し
て
結
成
さ
れ
た

組
織
で
、
30
人
ほ
ど
の
会
員
が
い
ま
す
。

口
コ
ミ
に
よ
っ
て
出
身
者
以
外
の
会
員

の
方
も
お
ら
れ
、
ど
な
た
で
も
ご
入
会

い
た
だ
け
ま
す
。
都
市
部
に
い
な
が
ら

も
、
新
鮮
な
果
物
が
産
地
か
ら
直
接
届

き
、
味
わ
え
る
と
ご
好
評
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
数
年
後
に
は
、
父
か
ら
経
営
を
譲
り

受
け
る
予
定
で
、
よ
り
多
く
の
お
客
様

に
お
越
し
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
消
費

者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
、
今
後

の
方
向
性
を
決
め
て
い
か
な
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
当
園
で
は
、
な
し
を

培
。
父
も
私
も
、
知
識
や
技
術
の
差
が

あ
ま
り
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
共
に
勉

強
し
、
相
談
を
し
な
が
ら
農
園
を
経
営

す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
観
光
農
園
は
シ
ー
ズ
ン
真
っ

只
中
で
す
。
ぶ
ど
う
は
目
方
も
ぎ
取
り

販
売
と
い
う
形
に
な
り
ま
す
が
、
な
し

と
り
ん
ご
は
食
べ
放
題
。
ゆ
っ
く
り
お

過
ご
し
い
た
だ
き
た
い
の
で
、
時
間
制

限
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。
完
熟
し
た
実

を
自
分
で
収
穫
し
、
そ
の
場
で
食
べ
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
購

入
す
る
も
の
と
甘
み
が
違
う
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
多
い
で
す

ね
。
山
間
高
冷
地
で
栽
培
し
て
い
ま
す

か
ら
、
昼
と
夜
の
気
温
差
が
大
き
い
こ

と
も
甘
み
が
増
す
一
因
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。　

　
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、
中
に
は
、
お

弁
当
を
持
参
さ
れ
た
り
、
園
内
の
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
を
利
用
さ
れ
た
り
し

て
、
一
日
中
の
ん
び
り
と
過
ご
さ
れ
る

ご
家
族
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
お
客

様
の
反
応
を
じ
か
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
観
光
農
園
な
ら
で
は
で
す
し
、

特
に
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
帰
っ
て
い

く
様
子
を
見
る
と
と
て
も
嬉
し
く
、
苦

労
も
報
わ
れ
ま
す
ね
。

　
13
年
前
か
ら
、
関
西
在
住
者
を
中
心

に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
「
田
舎
っ
ぺ
く
ら

ぶ
」
会
員
の
方
々
へ
、
当
園
の
ぶ
ど
う
、
◆ぶどう狩り（８月 20 日～ 10 月上旬）
もぎ取り販売価格／１キロ 1,500 円（税別）
◆梨狩り（８月 20 日～ 10 月下旬）
入園料／大人 550 円、小学生 350 円、３歳
～小学生未満２００円
◆りんご狩り（11 月１日～ 11 月下旬）
大人 450 円、小学生 350 円、３歳～小学生
未満 200 円
◆バーベキュー（８月下旬～ 11 月）
料金／１人前 1,000 円（長萩和牛、地元産野菜）
※事前予約が必要です
◆「田舎っぺくらぶ」会員（電話で申込）
年会費／１万 8,000 円
内容／ぶどう３キロ、なし５キロ、りんご５キ
ロ、米（コシヒカリ）10 キロ

　
毎
年
８
月
20
日
か
ら
11
月
下
旬
ま

で
、
ぶ
ど
う
、
梨
、
り
ん
ご
狩
り
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
観
光
農
園
旭
サ
ン

フ
ァ
ー
ム
。
わ
ず
か
３
カ
月
の
開
園
期

間
中
に
約
５
０
０
０
人
が
訪
れ
、
に
ぎ

わ
い
ま
す
。
副
代
表
の
河
村
直
丈
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
旭
サ
ン
フ
ァ
ー
ム
は
、
父
（
河
村

昭あ
き
ま
さ正
代
表
）
が
55
歳
の
時
に
、
勤
め

て
い
た
旭
村
役
場
を
退
職
後
、
水
田

だ
っ
た
土
地
を
利
用
し
て
果
樹
を
植
え

付
け
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
当
時
、
大

学
３
年
生
だ
っ
た
私
は
、
父
の
希
望
も

あ
り
、
卒
業
後
は
農
園
を
手
伝
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
果
樹
は
、
実
を
つ
け
、
収
穫
で
き
る

樹
に
な
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
ま
す

が
、
３
年
目
に
観
光
農
園
と
し
て
オ
ー

プ
ン
。
生
産
量
も
増
え
て
い
き
、
現
在

は
１
６
０
ア
ー
ル
の
土
地
で
、
ぶ
ど
う

７
品
種
、
な
し
13
品
種
、
り
ん
ご
５
品

種
を
生
産
し
、
シ
ー
ズ
ン
中
は
、
近
隣

の
道
の
駅
や
農
産
物
直
売
所
な
ど
で
も

販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
農
園
を
始
め
て
20
年
が
経
ち
ま
す

が
、
気
象
条
件
や
生
育
状
況
な
ど
に
よ

り
、
そ
の
年
々
で
栽
培
に
戸
惑
う
こ
と

も
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
果
樹

栽
培
に
関
し
て
は
初
心
者
で
し
た
の
で
、

県
の
農
業
改
良
普
及
員
の
方
に
指
導
し

て
い
た
だ
い
た
り
、
近
隣
の
農
家
の
方

に
教
え
て
い
た
だ
い
た
り
し
な
が
ら
栽

観
光
農
園
・
旭
サ
ン
フ
ァ
ー
ム（
萩
市
佐
々
並
）

副
代
表
河
村 

直な
お
た
け丈

さ
ん
（
41
歳
）

家
族
で
共
に
育
て
、
経
営
す
る

種
類
豊
富
な
観
光
農
園

産
地
直
送「
田
舎
っ
ぺ
く
ら
ぶ
」

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

主
体
に
栽
培
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
、

な
し
の
消
費
量
は
落
ち
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
栽
培
面
積
は
そ
の
ま
ま
に
、

人
気
が
高
い
り
ん
ご
へ
と
シ
フ
ト
チ
ェ

ン
ジ
を
す
る
の
か
、
決
断
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
、
皮
だ
け
で
な
く

果
肉
ま
で
も
赤
い
り
ん
ご
を
植
え
付
け
、

新
品
種
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
労
力

や
コ
ス
ト
を
削
減
し
な
が
ら
も
、
病
気

を
出
さ
ず
に
減
農
薬
で
お
い
し
い
果
物

を
作
る
た
め
に
試
行
錯
誤
の
日
々
で
す

が
、
自
分
が
考
え
た
方
法
で
実
を
つ
け
、

実
証
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
は
嬉
し

い
で
す
し
、
そ
れ
が
農
業
の
面
白
さ
で

も
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
果
物
は

嗜し
こ
う好

品
だ
か
ら
こ
そ
、
お
客
様
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
な
が
ら
、
お
い
し
い
果
物

を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

萩
市
佐
々
並
１
５
８
１
（
道
の
駅
あ
さ

ひ
か
ら
車
で
３
分
）

☎
０
８
３
８・５
６・０
６
１
４
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株
式
会
社
レ
ノ
フ
ァ
山
口

河
村 

孝た
か
し

さ
ん

（
萩
市
佐
々
並
出
身
、
48
歳
）

　
昨
年
Ｊ
３
リ
ー
グ
（
日
本
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
リ
ー
グ
に
お
け
る
３
部
リ
ー
グ
）

に
初
参
入
し
、
２
節
以
降
首
位
を
キ
ー

プ
し
続
け
見
事
優
勝
。
２
部
に
昇
格
し

た
今
年
も
上
位
に
食
い
込
む
活
躍
を
み

せ
る
レ
ノ
フ
ァ
山
口
。
株
式
会
社
レ
ノ

フ
ァ
山
口
の
代
表
取
締
役
社
長
で
あ
る

河
村
孝
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
佐
々
並
に
生
ま
れ
、
周
り
の
皆
が
そ

う
だ
っ
た
よ
う
に
小
学
３
年
時
に
ス
ポ

少
に
入
団
し
た
の
が
私
の
サ
ッ
カ
ー
人

生
の
始
ま
り
で
し
た
。
高
学
年
に
な
る

こ
ろ
に
は
海
外
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選

手
に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、

佐
々
並
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
を
経
て
、

当
時
全
国
大
会
の
常
連
で
あ
っ
た
山
口

高
校
に
進
学
し
ま
す
。

　
高
校
２
年
時
に
は
高
校
選
手
権
で
ベ

ス
ト
８
と
な
る
と
、
当
事
マ
ツ
ダ
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
（
現
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広

島
）
の
総
監
督
を
さ
れ
て
い
た
今
西
和

男
さ
ん
か
ら
「
近
い
う
ち
に
日
本
も
プ

ロ
化
さ
れ
る
。
マ
ツ
ダ
で
や
ら
な
い

か
？
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
時
は
、
ま
だ
大
学
へ
進
学
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
３
年
時
に
再

度
「
間
違
い
な
く
プ
ロ
化
さ
れ
る
。
オ

フ
ト
監
督
（
後
に
日
本
代
表
監
督
）
の

も
と
、
今
ま
で
の
日
本
に
な
い
サ
ッ

カ
ー
を
や
っ
て
み
な
い
か
？
」
と
言
わ

れ
、
先
進
国
の
サ
ッ
カ
ー
を
教
え
て
も

ら
え
る
こ
と
で
将
来
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
、
１
９
８
７
年
、
高

校
卒
業
と
同
時
に
マ
ツ
ダ
に
入
団
し
ま

す
。

　
現
役
を
引
退
し
た
の
は
１
９
９
５
年
。

引
退
後
は
山
口
に
戻
り
、
１
年
間
ほ
ど

プ
ラ
プ
ラ
と
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
ま
ま
で
は
ま
ず
い
な
と
、
ダ
メ
も

と
で
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
、イ
ル・レ
オ
ー

ネ
（
後
に
レ
オ
ー
ネ
山
口
）
を
立
ち
上

げ
ま
す
。
設
立
時
に
は
萩
ス
ク
ー
ル
も

３
年
間
ほ
ど
開
設
し
、
萩
市
の
皆
様
に

も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、先
日
の
リ
オ・オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
も
出
場
し
た
原
川
力
選
手
や
、
な

で
し
こ
リ
ー
グ
で
活
躍
し
て
い
る
田
中

陽
子
選
手
な
ど
、
全
国
レ
ベ
ル
で
も
戦

え
る
選
手
を
育
成
さ
せ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
ろ
に
は
、
ク
ラ
ブ
運
営

も
安
定
し
、
２
０
０
５
年
に
ア
デ
ィ
ダ

ス
と
提
携
し
フ
ッ
ト
サ
ル
場
の
運
営
も

始
め
ま
す
。
ま
た
、
山
口
市
の
南
部
運

動
公
園
等
の
指
定
管
理
を
受
諾
す
る
な

ど
少
し
ず
つ
で
す
が
事
業
を
拡
大
し
て

き
ま
し
た
。

　
レ
ノ
フ
ァ
山
口
は
、
山
口
県
教
員
団

が
前
身
の
チ
ー
ム
で
、
レ
オ
ー
ネ
山
口

と
は
関
係
の
な
い
社
会
人
チ
ー
ム
で
し

た
。
当
事
Ｇ
Ｍ
を
務
め
て
お
ら
れ
て
た

宮
成
隆
さ
ん
か
ら
、
監
督
を
し
て
く
れ

な
い
か
と
オ
フ
ァ
ー
を
い
た
だ
き
、
２
、

３
カ
月
悩
ん
だ
末
、
２
０
１
２
年
レ
ノ

フ
ァ
山
口
の
監
督
に
就
任
し
ま
す
。

　
監
督
と
し
て
レ
ノ
フ
ァ
山
口
に
身
を

置
く
と
、
Ｊ
リ
ー
グ
を
目
指
す
に
は
組

織
的
に
多
く
の
問
題
が
あ
る
の
を
感
じ

ま
し
た
。
特
に
、
財
務
面
の
改
善
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、
翌
年
に
は
、
監
督

か
ら
Ｇ
Ｍ
に
身
を
移
し
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
注
力
し
ま
し
た
。
時
を
同
じ
く
し

て
、
Ｊ
リ
ー
グ
に
３
部
リ
ー
グ
（
Ｊ

３
）
創
設
が
決
ま
り
、
レ
ノ
フ
ァ
山
口

も
Ｊ
３
参
入
を
目
指
し
大
き
く
か
じ
を

き
る
こ
と
な
り
ま
す
。
２
０
１
３
年
に

は
、
運
営
母
体
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
山
口
ア
ス
レ

テ
ィ
ッ
ク
・
ク
ラ
ブ
か
ら
新
た
に
設
立

し
た
株
式
会
社
レ
ノ
フ
ァ
山
口
に
移
管

し
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　
２
０
１
４
年
の
Ｊ
３
参
入
か
ら
、
１

年
で
Ｊ
２
に
昇
格
、
現
在
Ｊ
１
を
狙
え

る
と
こ
ろ
に
位
置
し
、
順
調
に
成
長
さ

せ
て
も
ら
っ
て
ま
す
。
ま
ず
は
３
年
以

内
に
Ｊ
１
昇
格
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、

大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
は
地
域
に
根

付
き
、
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
関
係
な
し
に
、

地
域
が
盛
り
上
が
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な

り
、
地
域
の
皆
様
の
生
活
の
一
部
と
な

れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
山
口
県

を
離
れ
て
生
活
さ
れ
る
出
身
者
の
方
に

も
誇
り
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
ク
ラ
ブ

と
な
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
レ
ノ
フ
ァ
山
口
は
山
口
市
で
は
な
く
、

山
口
県
全
県
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て

お
り
、
萩
市
の
皆
様
に
と
っ
て
も
地
元

の
チ
ー
ム
と
し
て
応
援
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
大
変
あ
り
が
た
い
で
す
。

株
式
レ
ノ
フ
ァ
山
口

山
口
県
山
口
市
赤
妻
町
３
︲
５

☎
０
８
３・９
４
１・６
７
９
２

http://w
w

w
.renofa.com

/

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
「
レ
ノ
フ
ァ
山
口
」
は

山
口
県
全
県
が
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
で
す

セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア

レ
ノ
フ
ァ
山
口

ス
ポ
ー
ツ
文
化

佐
々
並
か
ら
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手

（
山
口
市
）

代
表
取
締
役
社
長

「レノファ山口ＦＣ」の名
称は、「renovation（維新）」
の頭文字レノと「fight（戦
う）」や「fine（元気）」の
ファを合わせました。
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ら
製
鉄
は
、
西
洋
か
ら
高
炉
が

導
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
製

鉄
技
術
の
近
代
化
が
進
む
過
程

で
衰
退
し
、
明
治
後
期
に
は
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
姿
を
消
し
た
。

そ
の
過
渡
期
に
お
い
て
、
大
板

山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
は
、
長
州

藩
が
自
力
で
軍
備
の
近
代
化
を

進
め
る
過
程
で
特
異
な
役
割
を

果
た
し
た
。
つ
ま
り
、
在
来
の

製
鉄
技
術
が
工
業
化
初
期
の
軍

艦
建
造
に
活
用
さ
れ
た
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

市
）
の
江
尾
氏
が
関
係
し
て
い
た
と
さ

れ
る
。
仕
入
元
方
は
浜
田
藩
領
三み
す
み隅

湊

（
現
浜
田
市
）
の
竹
屋
が
担
っ
た
。
そ

の
後
、
原
田
家
の
衰
退
に
伴
い
、
大
板

山
の
た
た
ら
場
の
経
営
は
、
借
用
方
返

済
の
代
わ
り
と
し
て
た
た
ら
株
を
譲
り

受
け
た
三
隅
湊
の
竹
屋
へ
移
管
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
こ
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
原
料

砂
鉄
の
搬
入
経
路
も
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。
砂
鉄
は
、
津
和
野
藩
領
井
野
村

周
布
地
（
現
浜
田
市
）
の
山
砂
鉄
を
買

い
取
り
、
井
野
村
か
ら
三
隅
湊
ま
で
の

約
10
㎞
の
陸
路
を
駄
送
、
三
隅
湊
か
ら

奈
古
浦
（
現
山
口
県
阿
武
町
）
ま
で
の

海
上
約
50
㎞
を
船
送
、
さ
ら
に
奈
古
浦

か
ら
大
板
山
の
た
た
ら
場
ま
で
の
陸
路

約
10
㎞
を
駄
送
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

ま
た
、
生
産
さ
れ
た
鉄
は
長な

が
わ
り
て
つ

割
鉄
と
称

し
、奈
古
浦
か
ら
赤あ

か
ま
が
せ
き

間
関
（
現
下
関
市
）

の
鉄
問
屋
へ
出
し
て
主
に
九
州
方
面
へ

販
売
し
て
い
た
と
い
う
。

　
３
回
目
は
、安
政
２
年
（
１
８
５
５
）

か
ら
慶
応
３
年
（
１
８
６
７
）
頃
ま
で

の
約
12
年
間
操
業
さ
れ
た
と
み
ら
れ
て

い
る
。
経
営
者
は
、
石
見
国
大
森
天
領

那
賀
郡
渡
津
村
（
現
島
根
県
江
津
市
）

の
原
屋
（
高
原
）
竹
五
郎
で
あ
る
。
長

州
藩
が
軍
艦
丙へ

い
し
ん
ま
る

辰
丸
を
建
造
す
る
際
に

鉄
材
が
供
給
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
時
の

こ
と
で
あ
る
。

　
文
久
３
年
（
１
８
６
３
）
以
降
、
大

板
山
の
産
鉄
は
す
べ
て
藩
が
買
い
上
げ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
慶
応
３

年
（
１
８
６
７
）
ま
で
大
板
山
の
た
た

　
大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
は
、
数
多

い
近
世
の
た
た
ら
場
の
な
か
で
も
、
幕

末
、
洋
式
軍
艦
建
造
の
鉄
材
を
供
給
し

た
こ
と
が
史
料
で
裏
付
け
ら
れ
る
唯
一

の
資
産
で
あ
る
。

　
「
た
た
ら
」
は
、
粘
土
で
築
い
た
炉

の
中
に
原
料（
砂
鉄
）と
燃
料（
木
炭
）

構
成
資
産
の
紹
介（
５
）大お

お
い
た
や
ま

板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡

道
迫
真
吾
（
萩
博
物
館
主
任
学
芸
員
）

明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
と
萩

を
交
互
に
投
入
し
、
人
工
的
に
空
気
を

供
給
す
る
「
ふ
い
ご
」
と
呼
ば
れ
る
送

風
装
置
を
用
い
て
、
３
日
３
晩
か
け
て

炉
内
を
焚
き
続
け
、
砂
鉄
を
溶
か
し
て

鉄
の
塊
を
造
る
日
本
古
来
の
製
鉄
技
術

で
あ
る
。
江
戸
時
代
、
中
国
地
方
は
全

国
屈
指
の
鉄
生
産
地
で
あ
り
、
と
く
に

石い
わ
み見

地
方
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。

　
江
戸
時
代
に
隆
盛
し
た
在
来
の
た
た

　
江
戸
時
代
前
期
の
長
州
藩
領
に
は
、

土
着
領
民
に
よ
る
た
た
ら
場
が
存
在
し

た
が
、
18
世
紀
以
降
に
石
見
の
鉄て
つ
ざ
ん
し

山
師

に
よ
っ
て
駆
逐
さ
れ
、
石
見
系
た
た
ら

場
が
展
開
・
隆
盛
し
た
と
さ
れ
る
。
19

世
紀
に
な
る
と
、
長
州
藩
で
は
藩
政
改

革
に
伴
う
国
産
政
策
の
一
環
と
し
て
製

鉄
業
の
藩
営
化
が
進
め
ら
れ
た
。
中
に

は
藩
営
の
た
た
ら
場
も
登
場
し
た
が
、

藩
営
化
は
、
基
本
的
に
は
石
見
系
の
た

た
ら
場
を
御
国
産
製
鉄
所
と
し
て
指
定

し
、
鉄
の
生
産
・
販
売
の
統
制
を
行
お

う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
江

戸
時
代
の
長
州
藩
領
に
お
け
る
た
た
ら

場
の
遺
跡
は
、
23
カ
所
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。

　
こ
う
し
た
環
境
の
も
と
に
、
大
板
山

の
た
た
ら
場
は
存
在
し
た
。
こ
の
た
た

ら
場
は
、
長
州
藩
領
に
お
け
る
石
見
系

た
た
ら
場
の
典
型
例
と
み
ら
れ
て
お
り
、

か
つ
、
領
内
最
大
規
模
の
た
た
ら
場
で

あ
っ
た
。

　
江
戸
時
代
、
大
板
山
の
た
た
ら
場
の

周
囲
に
は
、
長
州
藩
の
御お

た
て
や
ま

立
山
（
藩
有

林
）
を
中
心
と
す
る
、
３
５
０
町
歩
に

も
及
ぶ
深
い
山
林
が
あ
っ
た
。
た
た
ら

場
の
拠
点
が
山
奥
に
あ
っ
た
の
は
、
豊

富
な
森
林
資
源
と
河
川
か
ら
供
給
さ
れ

る
水
を
必
要
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ

の
背
景
に
は
、
石
見
国
那
賀
郡
（
現
島

根
県
浜
田
市
）
か
ら
の
砂
鉄
輸
入
を
可

能
に
し
た
、
廉
価
な
日
本
海
廻
船
の
存

在
が
あ
っ
た
。
大
板
山
は
、
石
見
の
鉄

山
師
が
豊
か
な
炭
山
を
求
め
て
長
州
藩

領
に
た
た
ら
場
を
打
ち
据
え
た
結
果
を

よ
く
示
し
て
い
る
。

　
大
板
山
に
お
け
る
た
た
ら
場
の
操
業

は
、
宝
暦
期
、
文
化
・
文
政
期
、
幕
末

期
の
計
３
回
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
操

業
期
間
に
数
十
年
間
も
の
空
白
が
あ
る

の
は
、
伐
採
さ
れ
た
森
林
の
回
復
に
相

応
の
時
間
が
か
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
１
回
目
は
、
宝
暦
年
間
（
１
７
５
１

～
１
７
６
４
）
の
う
ち
約
８
年
間
操
業

さ
れ
た
。
大
板
山
で
林
業
経
営
を
行
っ

て
い
た
奥お
く
あ
ぶ
さ
い
ば
ん

阿
武
宰
判
生い

く
も
む
ら

雲
村
（
現
山
口

市
）
の
阿
川
六
郎
兵
衛
が
鉄
山
御
用
を

思
い
つ
き
、
津
和
野
藩
青
原
村
（
現
島

根
県
津
和
野
町
）
の
紙
屋
伊
三
郎
に
相

談
し
て
、
た
た
ら
場
を
開
設
し
た
と
さ

れ
る
。
こ
の
操
業
時
の
特
徴
は
、
経
営

者
が
長
州
藩
領
民
で
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
技
術
的
に
は
津
和
野
藩
領
の

鉄
山
師
に
依
存
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
あ

る
。

　
２
回
目
は
、文
化
９
年
（
１
８
１
２
）

か
ら
文
政
５
年
（
１
８
２
２
）
ま
で
の

約
10
年
間
操
業
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
経
営
者
は
津
和
野
藩
領
猪い

の
き
だ
に
退
谷

鑪た
た
ら（
現
島
根
県
津
和
野
町
）
の
原
田

勘
四
郎
で
、
実
質
的
な
開
設
に
は
浜
田

藩
領
鍋
石
村
一
ノ
瀬
（
現
島
根
県
浜
田

構
成
資
産
と
し
て
の
価
値

江
戸
時
代
中
・
後
期
に

か
け
て
３
回
操
業

　
在
来
の
製
鉄
技
術
が
工
業
化
初
期
の
軍
艦
建
造
に
活
用
さ
れ

た
こ
と
を
物
語
る
。
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ら
場
の
操
業
が
続
け
ら
れ
た
こ
と
は
確

か
で
、
明
治
初
年
ま
で
続
け
ら
れ
て
い

た
可
能
性
も
あ
る
。

　
長
州
藩
が
安
政
３
年
（
１
８
５
６
）

に
洋
式
軍
艦
丙
辰
丸
を
建
造
し
た
際
、

釘
や
碇い

か
りな

ど
の
製
作
の
た
め
に
、
大
板

山
の
た
た
ら
場
か
ら
鉄
材
が
供
給
さ
れ

た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
恵
美
須
ヶ

鼻
の
造
船
所
に
は
「
鍛
冶
固
屋
」
が
あ

り
、
こ
こ
で
鉄
材
を
鍛
造
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
鉄
製
品
に
つ
く
り
変
え
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
大
板
山
の

た
た
ら
場
は
、
長
州
藩
が
自
力
で
洋
式

船
を
建
造
す
る
に
あ
た
っ
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
詳
細

に
つ
い
て
、
以
下
の
通
り
確
認
し
て
み

よ
う
。

　
安
政
３
年（
１
８
５
６
）10
月
７
日
、

長
州
藩
は
、
ス
ク
ー
ナ
ー
及
び
バ
ッ

テ
ー
ラ
に
使
用
す
る
大
・
小
の
碇
を
４

挺
つ
く
る
た
め
、
大
板
山
の
た
た
ら
場

か
ら
大お

お
わ
り
あ
ら
て
つ

割
荒
鉄
３
０
０
貫
目
（
１
束
に

つ
き
１
本
よ
り
２
本
、３
本
入
り
の
分
）

を
買
い
入
れ
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
同
月
15
日
、長
州
藩
は
、ス
ク
ー
ナ
ー

の
鉄
具
及
び
釘
類
打
調
と
し
て
、
平
割

荒
鉄
２
０
０
貫
目
（
１
束
に
つ
き
５
本

入
り
の
分
）
が
必
要
の
た
め
、
大
板
山

の
た
た
ら
場
か
ら
買
い
上
げ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
長
州
藩
は
、
ス
ク
ー

ナ
ー
の
鉄
具
そ
の
外
に
用
い
る
た
め
、

大
板
山
の
た
た
ら
場
か
ら
２
度
に
わ

た
っ
て
鉄
５
０
０
貫
目
を
買
い
上
げ
、

荒
鉄
50
束
ず
つ
徐
々
に
受
け
取
り
を
済

ま
せ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
点

検
を
し
て
み
る
と
、
大
割
荒
鉄
38
貫

４
０
０
目
が
超
過
し
て
運
び
込
ま
れ
て

い
た
。
そ
こ
で
同
年
11
月
25
日
、
こ
れ

ら
の
超
過
分
も
藩
が
買
い
上
げ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
同
年
12
月
25
日
、長
州
藩
は
、ス
ク
ー

ナ
ー
の
鉄
具
そ
の
外
の
地
金
が
不
足
し
、

支
障
が
生
じ
て
い
る
の
で
、
平
割
荒
鉄

23
束
（
束
に
つ
き
４
本
よ
り
５
、６
本

入
り
の
分
）
を
大
板
山
の
た
た
ら
場
か

ら
買
い
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
以
上
に
加
え
て
、
大
板
山
の
た
た
ら

場
は
、
他
藩
に
対
し
て
も
鉄
材
を
供
給

し
て
い
る
。
長
州
藩
は
、
丙
辰
丸
の
建

造
の
際
、
三

み
か
わ
の
く
に

河
国
田た

は
ら
は
ん

原
藩
（
現
在
の
愛

知
県
東
部
、
渥
美
半
島
）
の
求
め
に

応
じ
、
視
察
者
を
受
け
入
れ
た
。
田

原
藩
の
視
察
者
は
、
大
板
山
の
た
た

ら
場
で
生
産
さ
れ
た
鉄
材
の
性
質
が

非
常
に
よ
い
こ
と
を
認
識
し
、
大
割

鉄
５
０
０
貫
目
・
小
割
鉄
５
０
０
貫

目
、
計
１
０
０
０
貫
目
の
購
入
の
仲
介

を
長
州
藩
に
依
頼
し
た
。
安
政
４
年

（
１
８
５
７
）４
月
、
長
州
藩
は
田
原
藩

の
要
望
通
り
購
入
を
仲
介
し
た
の
で
あ

る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
大
板
山
た
た
ら
製
鉄

遺
跡
は
、
恵
美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
と
の

関
係
が
強
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
明
治

日
本
の
産
業
革
命
遺
産
―
製
鉄
・
製
鋼
、

造
船
、
石
炭
産
業
―
」
に
加
え
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

丙
辰
丸
へ
の
鉄
材
の
供
給

▷
萩
市
大
字
紫
福
２
５
７
︲
５（
山
の
口

ダ
ム
北
側
）
萩
市
内
中
心
部
か
ら
北
東
へ

約
23
㎞
、
道
の
駅
ハ
ピ
ネ
ス
ふ
く
え
か
ら

車
で
約
20
分

▷
Ｖ
Ｒ
映
像
で
か
つ
て
の
た
た
ら
場

を
再
現
！

　
福
栄
文
化
遺
産
活
用
保
存
会
（
会

長
小
野
興
太
郎
）
は
、
世
界
遺
産
の

構
成
資
産
で
あ
る
大
板
山
た
た
ら
製

鉄
遺
跡
の
あ
る
福
栄
地
域
の
住
民
が

平
成
27
年
５
月
に
設
立
、
製
鉄
遺
跡

の
日
常
管
理
や
ガ
イ
ド
を
約
80
人
の

会
員
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
特
産
品
の
販
売
、た
た
ら
ま

つ
り（
６
月
）な
ど
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

八
十
八
カ
所
霊
場
の
整
備
、学
校
で
の

啓
蒙
活
動
な
ど
の
活
動
も
行
い
ま
す
。

　
「
遺
構
が
残
る
の
み
で
す
が
、
ガ

イ
ド
さ
ん
の
説
明
が
分
か
り
や
す
く

当
時
の
様
子
が
想
像
で
き
ま
し
た
」、

「
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
再
現
さ
れ
た
映
像

が
見
ご
た
え
が
あ
り
ま
し
た
」
な
ど
、

地
元
住
民
に
よ
る
ガ
イ
ド
は
来
訪
者

か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
で
は
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
往
時
の
大
板
山
製
鉄
遺
跡
の
姿

を
、
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
を
利

用
し
て
再
現
し
た
映
像
が
楽
し
め
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

現
地
ガ
イ
ド
が
好
評

福
栄
文
化
遺
産
活
用
保
存
会大板山たたら製鉄遺跡の来訪者へのガイドの様子

■
萩
・
世
界
遺
産
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー　
学
び
舎

　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」

を
分
か
り
や
す
く
楽
し
く
学
べ
ま
す
。

期
間
／
平
成
29
年
２
月
12
日
（
日
）

ま
で
、
年
中
無
休

場
所
／
旧
明
倫
小
学
校
（
萩
市
役
所

前
）

料
金
／
大
人　
３
０
０
円
、
小・中・

高
校
生　
１
０
０
円

萩
・
明
倫
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
／
普
通

車　
３
１
０
円

■
問
い
合
わ
せ　
萩
市
観
光
協
会

（
０
８
３
８・２
５・１
７
５
０
）

■
ス
ー
パ
ー
は
ぎ
号

　
Ｊ
Ｒ
新
山
口
駅
か
ら
萩
・
明
倫
セ

ン
タ
ー
（
世
界
遺
産
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
前
）
を
結
ぶ
直
行
バ
ス
。

所
要
時
間
／
１
時
間
、１
日
８
便（
４

往
復
）
運
行
。

料
金
／
大
人　
１
５
５
０
円
、
小
学

生
以
下　
７
８
０
円

新
山
口
新
幹
線
口
発
／
９
：
45　

11
：
00　
13
：
00　
16
：
15

萩
明
倫
セ
ン
タ
ー
発
／
９
：
30　

11
：
15　
14
：
00　
16
：
30

■
問
い
合
わ
せ　
防
長
交
通

（
０
８
３
８・２
２・３
８
１
１
）
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「同窓会・クラス会をいつ、どこで開催します」と
いう情報をお寄せください。萩の資料を送ります。
投稿記事も歓迎します。
hagi-network@city.hagi.lg.jp

ください！

情報

　今年は 21 回、出席者は 48 人。初めて午後３時の開会。「出
席者が 50 人近いのは久し振り」と西村不

ふ か し
可止会長（39 年卒）

のあいさつ。西村佳子校長からは、課題を見つけて解決して
いく生徒を育てることが目標。ユネスコ・スクールに申請し、
世界の学校との交流を目指している、と報告がありました。
　つばき会から６人の参加があり交流を図ることにより、将
来の合同開催に向けて大きな一歩となりました。

７月23日
　

ホテルセンチュリー21広島（広島市）

広島指月会総会

　今回で８回、出席者は 24 人。末廣 栄
さかえ

校長から萩商工生
の全国大会での活躍ぶりが紹介されました。国際大会では、
アジアカヌースラローム大会（４月）で商工３年生の岡㟢
遥
は る か

海さんがチームレースの部で見事優勝しました。
　つばき会広島支部と広島指月会の合同開催について議題に
あがり、中原洋

ひ ろ み
美会長（商業 49 年卒）、事務局の土佐岡文

夫さん（工業 43 年卒）など役員６人が広島指月会に出席し
ました。

　
７月９日

７月23日
つばき会広島支部総会

ワークピア広島（広島市）

　第 28 回目の総会と懇親会を迎えた「関西山峡会」( 青水
勉会長 ) は、６月 26 日に大阪市都島区の太閤園で開かれま
した。来賓と合わせて総勢 59 人の楽しい集いとなりました。
総会は、青水会長の開会の挨拶から始まり、ご来賓の皆様か
らお祝いのお言葉や J ２サッカー「山口レノファ」と「ふる
さと納税」などの郷里の PR のお話を頂きました。
　第二部懇親会は、今までとは異なる「お琴の演奏」とお琴
に合わせて「花は咲く」などの曲を皆で合唱しました。カラ
オケ大会と抽選会で盛り上がり、最後に参加者全員で万歳三
唱し来年も元気な再会を誓い合いました。
　　　　　　　　　　　　　　　堀野克麿（大阪府茨木市）

　
6月26日会員投稿

関西山
やまなみ

峡会
太閤園（大阪市）

　第 67 回萩高同窓会「八・八会」テーマは「萩郷～しゅう
ごう～」です。萩高に集まり、故郷を見つめなおし、ともに
萩を盛り上げたいという希望を込めています。しおり作成に
あたり、500 件の企業の皆様から広告のご協力をいただき、
今年も八・八会を開催することができ、約 600 人の参加が
ありました。
　今年の特色は故郷への想いを表現する書道パフォーマンス
です。1.8m × 3.6m の半紙に描かれていく萩郷の題字。書
家である同期生（山根一生、京都在住）が山や川、日本海の
豊かな自然に囲まれた萩のまちを書で表現しました。
　引受期として、同郷の人々が支えてくださる温かさを感じ
ながら、「萩」という故郷をさらに大切にしていきたいとい
う気持ちが増しました。

引受期（第53期、平成13年卒）しおり広告委員長　山口泉

　
８月８日会員投稿 萩高校体育館（萩市）

萩高校同窓会総会八八会
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　毎年初夏に開催している同期会に８人集まり、
お互いの近況を報告しながら、楽しいひと時を過
ごしました。
　今年は例年と比べ少人数でしたので、来年は秋
の連休に開催する予定です。
　　　　　　　　　　山根修二（神奈川県厚木市）

　還暦のお祝として、今年２月雨天の中、「融和・共存・知友・漸進・
矜持」の文字をプレートに刻み、陶芸の村公園に同窓生 16 人で桜（ソ
メイヨシノ５本）を植樹しました。
　同窓会当日は桜と記念撮影を行い、同窓生 351 人中出席した 111
人による懇親会は八八会引受期（平成２年）以来の人も多く、学生時
代の懐かしい写真や恩師のビデオレター等を視聴しながらの時間はあ
っという間に過ぎ、再会を約束して会を閉じました。
　協力・出席されたみなさんのおかげで盛会となりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表　池本金司・草野琴江

　昭和 37 年３月に指月中を卒業して 55 年、古希を迎える今年、初
めての同窓会を開催しました。７月７日の七夕の日に、全国各地から
77 人の同級生が集い、ラッキー７の数字の続く古希同窓会は大盛況
でした。
　この日のために県外から帰省された方は 30 人を数え、古希同窓会
の開催を心待ちにされていたことがよく窺えました。
　　　　　　　　　　　　　　　　発起人代表　永田誠（萩市樽屋町）

　
会員投稿

指月中15期（昭和37年卒）同窓会
萩本陣（萩市）７月７日

　
７月17日 （東京都・新宿）

萩高32期（昭和55年卒）
東京地区同期会

会員投稿

　
会員投稿

萩高27期（昭和50年卒）還暦同窓会
陶芸の村公園・萩本陣（萩市）８月14日

　小・中・高校の合同同窓会になって７回目、約
70 人が出席。先生方をはじめ最近高校卒業の男
子グループの姿も。昨年の萩会場と交代で、今年
は長門市での開催。中村柔

やすみち
道校長からは、学院

のシンボルとして惜しむ声がある中、円型校舎建
替えの経過説明があり、校舎解体の時期が夏から
秋に延期されたとの報告がありました。懇親会の
お楽しみ抽選会では、現金つかみ取りに当選した
数人の方に大きい歓声が上がりました。

　
８月10日 大谷山荘（長門市）

萩光塩学院同窓会総会
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■
萩
在
京
高
校
同
窓
会

　
４
年
に
１
度
の
東
京
指
月
会
、
つ
ば

き
会
関
東
支
部
、光
塩
学
院
（
光
友
会
）

の
合
同
同
窓
会
。

10
月
22
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
～

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
（
東
京
駅
丸

の
内
北
口
）

日
本
工
業
倶
楽
部

指
月
会
（
０
９
０・７
２
６
４・６
９
５

４
）
三
浦

つ
ば
き
会
（
０
３・３
３
７
３・４
０
２

０
）
野
村

光
塩
学
院
（
０
９
０・４
０
７
７・９
４

９
０
）
安
藤

■
東
京
須
佐
弥
富
会

　
関
東
地
区
の
須
佐
地
域
同
郷
会
。

11
月
12
日
（
土
）
正
午
～
午
後
３
時

東
京
都
港
区
高
輪
（
品
川
駅
高
輪
口
）

日
立
金
属 

高
輪
和
彊
館

（
０
９
０・２
２
０
８・５
８
７
３
）
勝

山■「
革
新
の
工
芸
ー
“
伝
統
と
前
衛
”
、

そ
し
て
現
代
ー
」

　
伝
統
と
前
衛
を
基
軸
と
し
た
日
本
工

芸
の
流
れ
を
主
旨
と
し
た
展
覧
会
で
、

三
輪
和
彦
の
花
器
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

９
月
17
日
（
土
）
～
12
月
４
日
（
日
）

東
京
都
千
代
田
区
北
の
丸
公
園
１
︲
１

東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
館

（
０
３・５
７
７
７・８
６
０
０
）

■
「
コ
シ
ノ
ヒ
ロ
コ
×
納
冨
晋
～
Ｈ
Ａ

Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
の
青
」

　
服
飾
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
コ
シ
ノ
ヒ
ロ
コ

と
納
富
晋
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
10

月
３
日
の
午
後
５
時
か
ら
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。

９
月
30
日
（
金
）
～
10
月
23
日
（
日
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
７
時

東
京
都
中
央
区
銀
座
４
︲
３
︲
13 

和

光
並
木
ビ
ル
Ｂ
１
Ｆ

Ｋ
Ｈ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
銀
座

（
０
３・５
１
５
９・６
８
７
７
）

■
萩
の
陶
芸
三
人
展

　
玉
村
信
一
、岡
田
泰
、小
川
浩
延
（
長

門
市
）
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

10
月
６
日
（
木
）
～
12
日
（
水
）

東
京
都
文
京
区
関
口
２
︲
10
︲
８

椿
山
荘
東
京
３
階
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
０
３・３
９
４
３・１
１
１
１
）

■
柳
井
嗣
雄
展
ー
西
の
川
か
ら
ー

　
萩
市
出
身
の
和
紙
造
形
・
美
術
家
の

柳
井
嗣
雄
（
埼
玉
県
）
の
個
展
で
す
。

10
月
19
日
（
水
）
～
31
日
（
月
）
午
前

11
時
～
午
後
６
時
30
分（
日
曜
日
休
廊
）

東
京
都
港
区
六
本
木
５
︲
10
︲
33

ス
ト
ラ
イ
プ
ハ
ウ
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

Ｍ
・

Ｂ
フ
ロ
ア（０

３・３
４
０
５・８
１
０
８
）

■
萩
・
世
田
谷
幕
末
維
新
祭
り
「
萩
観

光
物
産
展
」

　
萩
市
か
ら
、
萩
焼
、
地
酒
、
海
産
物
、

夏
み
か
ん
菓
子
等
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

10
月
22
日
（
土
）
～
23
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
６
時
（
23
日
は
午
後
５
時

30
分
ま
で
）

東
京
都
世
田
谷
区
若
林
（
東
急
世
田
谷

線
「
松
陰
神
社
前
駅
」
下
車
）

松
陰
神
社
境
内
入
口
横
公
園

（
問
）
萩
商
工
会
議
所

（
０
８
３
８・２
５・３
３
３
３
）

■
水
津
和
之 

陶
芸
展

10
月
19
日
（
水
）
～
25
日
（
火
）

富
山
市
総
曲
輪
３
︲
８
︲
６

富
山
大
和
５
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
（
０
７
６・４
２
４・１
１
１
１
）

■
「
ふ
り
そ
そ
ぐ
白
の
世
界
～
岐
阜
県

美
術
館
＋
現
代
陶
芸
美
術
館
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
展
～
」

　
白
の
造
形
に
焦
点
を
当
て
た
展
覧
会
、

三
輪
和
彦
の
花
器
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

９
月
３
日
（
土
）
～
12
月
18
日
（
日
）

岐
阜
県
多
治
見
市
東
町
４
︲
２
︲
５

岐
阜
県
現
代
陶
芸
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

Ⅱ
（
０
５
７
２・２
８・３
１
０
０
）

■
萩
同
郷
会
（
関
西
）

　
４
年
に
１
度
の
関
西
在
住
の
萩
出
身

者
の
同
郷
会
。

11
月
27
日
（
日
）
正
午
～
午
後
3
時

大
阪
市
中
央
区
天
満
橋
京
町
（
地
下
鉄

天
満
橋
駅
）

大
阪
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル　
3
階
錦
城

閣（
０
７
７・５
６
７・１
１
８
８
）
伊
藤

■
中
国
地
方
の
う
つ
わ
展　
第
２
部

「
中
国
地
方
の
陶
芸
ー
萩
・
備
前
の
精

鋭
た
ち
ー
」

　
岡
田
泰
、
金
子
司
、
兼
田
知
明
、
渋

谷
英
一
、
玉
村
信
一
、
止
原
理
美
、
中

村
眞
一
、納
冨
晋
、野
坂
和
左
、船
崎
透
、

松
尾
優
子
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

９
月
３
日
（
土
）
～
10
月
２
日
（
日
）

兵
庫
県
伊
丹
市
宮
ノ
前
２
︲
５
︲
28

伊
丹
市
立
工
芸
セ
ン
タ
ー

（
０
７
２・７
７
２・５
５
５
７
）

■
線
描
画
家 

田
村
覚
志 

個
展

９
月
17
日
（
土
）
～
25
日
（
日
）

京
都
市
中
京
区
寺
町
通
夷
川
上
ル
西
側

久
遠
院
前
町
６
７
１
︲
１
寺
町
エ
ー
ス

ビ
ル
１
Ｆ
西

Gallery I
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ア
イ
）

（
０
７
５・２
０
０・３
６
５
５
）

■
水
津
和
之 

陶
展

９
月
28
日
（
水
）
～
10
月
４
日
（
火
）

広
島
市
中
区
胡
町
５
︲
１

広
島
三
越
７
階
美
術
画
廊

（
０
８
２・２
４
２・３
１
１
１
）

■
「
十
二
代
三
輪
休
雪
展
ー
祈
り
花
よ

咲
け
ー
」

10
月
12
日
（
水
）
～
18
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
表
町
２
︲
１
︲
１

岡
山
天
満
屋
５
階
美
術
画
廊 

小
画
廊

併
催
（
０
８
６・２
３
１・７
１
１
１
）

■
「
十
二
代
三
輪
休
雪
展
ー
祈
り
花
よ

咲
け
ー
」

11
月
９
日
（
水
）
～
14
日
（
月
）

広
島
市
中
区
胡
町
５
︲
22

天
満
屋
広
島
八
丁
堀
ビ
ル
７
階
美
術
画

廊
（
０
８
２・２
４
６・５
１
１
１
）

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

関
西
地
区

関
東
地
区

中
国
地
区

申
込
締
切
は
９
月
30
日
（
金
）

12
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
～
、
発
着

点
は
萩
市
椿
の
萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
。

高
校
生
以
上
一
般
の
コ
ー
ス
は
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
と
10
キ
ロ
、
参
加
料
は
一
般

３
５
０
０
円
。

大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み

今
回
か
ら
、
全
日
本
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

ラ
ン
キ
ン
グ
の
対
象
大
会
。

（
問
）
実
行
委
員
会
事
務
局

（
０
８
３
８・２
５・７
３
１
１
）

第
17
回
維
新
の
里

萩
城
下
町
マ
ラ
ソ
ン

萩
ー
福
岡
空
港　
直
行
の
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
が
運
行
開
始

　
前
日
ま
で
の
予
約
制
で
１
日
２
便
、

自
宅
ま
た
は
宿
泊
先
ま
で
迎
え
。

所
要
時
間
／
２
時
間
40
分

料
金
／
６
５
０
０
円
（
10
日
前
の
早
割

５
０
０
０
円
）

萩
市
内
発
／
午
前
６
時
50
分
、
午
後
２

時
20
分

福
岡
空
港
発
／
午
前
10
時
10
分
、
午
後

５
時
30
分

萩
近
鉄
タ
ク
シ
ー

（
０
８
３
８・２
２・０
９
２
４
）

東
海
地
区

北
陸
地
区
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■
九
州
指
月
会
・
つ
ば
き
会
九
州
支
部

　
九
州
地
区
の
萩
高
と
萩
商
工
の
合
同

同
窓
会
。
赤
松
文
雄
（
北
九
州
生
涯
学

習
講
師
）
の
講
演
「
笑
い
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
潤
滑
油
」
が
あ
り
ま
す
。

９
月
10
日
（
土
）
午
前
11
時
～

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅（
筑
紫
口
す
ぐ
）

ホ
テ
ル
セ
ン
ト
ラ
ー
ザ
博
多

指
月
会（
０
９
３・２
０
１・６
３
０
３
）

廣
瀬

つ
ば
き
会
（
０
９
０・５
７
４
４・０
３

１
６
）
上
村

■
山
口
指
月
会

　
山
口
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

10
月
18
日
（
火
）
午
後
６
時
30
分
～

山
口
市
湯
田
温
泉　
翠
山
荘

（
０
８
３・９
３
３・４
０
１
５
）
中
原

■
萩
商
工
高
等
学
校
同
窓
会
つ
ば
き
会

　
萩
商
工
高
つ
ば
き
会
の
本
部
総
会
。

10
月
８
日
（
土
）
午
後
６
時
～

会
費
３
０
０
０
円
（
弁
当
代
、
福
引
代

含
む
）

萩
市
平
安
古
町
５
４
４　
萩
商
工
高
校

体
育
館

（
０
８
３
８・２
２・０
０
３
４
）
小
田

■
萩
市
美
術
展
特
別
展「
大
和
義
男
展
」

　
萩
市
出
身
で
洋
画
家
の
大
和
義
男
画

伯
の
特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。

９
月
15
日
（
木
）
～
19
日
（
月
・
祝
）

午
前
10
時
～
午
後
６
時
（
最
終
日
は
午

後
４
時
）

萩
市
江
向
４
９
５
︲
４　

萩
市
民
館
小
ホ
ー
ル

（
問
）
萩
市
文
化
・
生
涯
学
習
課

（
０
８
３
８・２
５・３
５
９
０
）

■
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館　

HAGI 
NEW

 GENERATION 

陶
「
線
と

意
匠
」

　
岡
田
泰
、
渋
谷
英
一
（
萩
市
）、
坂

倉
善
右
衛
門
、
田
原
崇
雄
（
長
門
市
）

の
新
作
の
４
人
展
で
す
。

９
月
17
日（
土
）～
10
月
10
日（
月・祝
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

萩
市
平
安
古
町
５
８
６
︲
１

陶
芸
館
多
目
的
室

（
０
８
３
８・２
４・２
４
０
０
）

萩
市
関
係

川
尻
理
彩　
　
　
　
（
東
京
都
青
梅
市
）

藤
枝
ち
づ
子　
　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

早
川
康
司　
　
　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

大
谷
精
治　
　
　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

沖
田
啓
子　
　
　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

弘
中
敏
夫　
　
　
　
（
広
島
県
府
中
町
）

柴
田
貞
夫　
　
　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

小
田
紘
史　
　
　
　
（
千
葉
県
船
橋
市
）

國
森
章
子　
　
　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

右
田
美
知
子　
　
　
（
北
海
道
石
狩
市
）

柴
田
良
次　
　
　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

柳
川
均　
　
　
　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

渡
邉
泰
夫　
　
　
　
（
広
島
県
大
竹
市
）

河
内
山
晶
子　
　
　
（
東
京
都
文
京
区
）

土
田
芳
樹　
　
　
　
（
東
京
都
国
立
市
）

　
　
（
６
月
27
日
～
８
月
26
日　
15
人
）

山
口
県
関
係

■
彩
陶
庵　

HAGI NEW
 GENER

ATION 

陶
「
輪
郭
線
と
境
界
線
」

　
岡
田
泰
、
坂
倉
善
右
衛
門
、
渋
谷
英

一
、
田
原
崇
雄
、
萩
の
同
世
代
４
人
の

作
家
の
約
80
点
の
新
作
を
展
示
販
売
。

９
月
24
日
（
土
）
～
10
月
２
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
６
時
（
最
終
日
は
午

後
５
時
ま
で
）

萩
市
呉
服
町
１
︲
３　
彩
陶
庵

（
０
８
３
８・２
５・３
１
１
０
）

■
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
「
山
中
千
尋
ト
リ
オ
」

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
、
世
界
の

舞
台
で
精
力
的
に
演
奏
活
動
を
続
け
る

ジ
ャ
ズ
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
山
中
千
尋
と
、

畠
山
令（
ベ
ー
ス
）、則
武
諒（
ド
ラ
ム
）

の
３
年
振
り
の
ト
リ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
。

10
月
29
日
（
土
）
午
後
６
時
～
／ 

午

後
８
時
～
（
入
替
）

８
０
０
０
円
（
各
セ
ッ
ト
）

萩
市
土
原
２
９
１
︲
１

喫
茶
ヴ
ィ
ッ
レ
ッ
ジ

（
０
８
３
８・２
５・６
５
９
６
）

■
山
口
県
ゆ
か
り
の
お
店
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク　
関
西
版

　
大
阪
、
京
都
府
、
兵
庫
、
奈
良
県
に

あ
る
山
口
ゆ
か
り
の
飲
食
店
な
ど
56
店

舗
を
紹
介
す
る
無
料
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。

首
都
圏
版
は
２
０
１
１
年
か
ら
毎
年
発

行
、
現
在
第
５
弾
。
い
ず
れ
も
山
口
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
掲
載
店
舗
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ａ
６
版
カ
ラ
ー
、
72
ペ
ー
ジ

山
口
県
大
阪
営
業
本
部

九
州
地
区

（
０
６・６
３
４
１・０
７
５
５
）

■
萩
も
の
し
り
ブ
ッ
ク
（
改
訂
版
）

　
子
ど
も
た
ち
が
「
ふ
る
さ
と
萩
」
の

歴
史
や
文
化
、
自
然
を
楽
し
く
学
べ
る

ク
イ
ズ
形
式
、
新
し
い
問
題
も
加
え

１
２
０
問
を
掲
載
。

萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
出
版
委
員
会

（
０
８
３
８・２
５・３
２
９
０
）

★
３
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

■「
楫
取
素
彦
と
功
徳
碑
」前
橋
学
ブ
ッ

ク
レ
ッ
ト
７

手
島
仁
（
前
橋
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
観
光

部
参
事
）

　
楫
取
を
顕
彰
す
る
碑
に
刻
ま
れ
た
発

起
人
、
寄
付
者
を
調
べ
、
名
県
令
と
し

て
慕
わ
れ
た
楫
取
の
実
像
な
ど
を
明
ら

か
に
す
る
。

Ａ
５
版　
72
ペ
ー
ジ

６
０
０
円
（
税
別
）

上
毛
新
聞
社

（
０
２
７・２
５
４・９
９
６
６
）

■
新
に
ほ
ん
風
景
遺
産
「
幕
末
の
風
雲

児　
サ
ム
ラ
イ
高
杉
晋
作
」

　
没
後
１
５
０
年
を
迎
え
た
晋
作
ゆ
か

り
の
山
口
県
を
訪
れ
、
な
ぜ
長
州
は
維

新
胎
動
の
地
な
の
か
を
め
ぐ
る
旅

９
月
13
日
（
火
）
午
後
９
時
～
９
時
54

分Ｂ
Ｓ
朝
日

■
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅　
２
０
１

６
秋

　
火
野
正
平
が
訪
ね
る
忘
れ
ら
れ
な
い

景
色
、
大
切
な
人
と
の
出
会
い
の
場
所

な
ど
。
山
口
県
内
は
11
月
７
日
か
ら
放

送
予
定
。

11
月
７
日
（
月
）
～
11
日
（
金
）
午
前

７
時
45
分
～
、
午
後
７
時
～

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム

①
旭
サ
ン
フ
ァ
ー
ム
提
供「
梨
セ
ッ
ト
」

を
２
名
様

②
「
萩
も
の
し
り
ブ
ッ
ク
（
改
訂
版
）」

を
３
名
様

■
応
募
方
法　
ハ
ガ
キ
に
品
名
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
近
況
等
を
明
記
の

う
え
、
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
プ
レ
ゼ

ン
ト
係
ま
で
。
９
月
20
日（
消
印
有
効
）。

　
７
月
は
広
島
の
同
窓
会
に
出
席
。
今

年
は
特
に
欧
米
人
が
目
立
つ
原
爆
ド
ー

ム
、
平
和
記
念
資
料
館
を
再
訪
。
広
島

は
尊
敬
す
べ
き
街
。
オ
バ
マ
大
統
領
が

語
っ
た
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
は
い

つ
来
る
の
か
。
54
年
前
す
で
に
ボ
ブ
・

デ
ィ
ラ
ン
は
歌
っ
て
い
る
。「
ど
れ
だ

け
の
砲
弾
が
撃
た
れ
た
ら
、
戦
争
は
な

く
な
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
答
は
風
に
吹

か
れ
て
い
る
、
風
の
中
に
舞
っ
て
い

る
」。　　
　
（
広
報
特
別
参
与　
山
本
）

編
集
後
記 プ

レ
ゼ
ン
ト

テ
レ
ビ
情
報

出
版
情
報

Ｂ５版、77 ページ
500 円（税込）
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10月1日（土）～23日（日）10:00～17:00
◇着物ウィーク in 萩

10月7日（金）～9日（日）、15日（土）～16日（日）
22日（土）～23日（日）18:00～21:00
◇萩・竹灯路物語
10月7日（金）～10日（月・祝）10:00～18:00
◇萩・田町萩焼まつり
10月9日（日）9:30～
◇萩・魚まつり
11月13日（日）8:00～
◇萩時代まつり

萩地方卸売市場
道の駅・萩しーまーと

萩城下町周辺ほか市内各所（総合案内/旧久保田家住宅）

萩城下町周辺、萩博物館周辺

田町商店街アーケード

萩城跡ほか市内各所（メインステージは中央公園）

萩市観光協会　☎0838・25・1750
ン ト カ レ ン ダ −べイ

全国のネットワーク会員に、年6回隔月で郵送
発行月　1・3・5・7・9・11月号

（1994年10月創刊）
会費　一般2,000円、特別賛助10,000円
会員数　1,700人

ふるさと情報紙「萩ネットワーク」
萩ネットワーク協会　☎0838・25・3178

9月10日（土）～10月16日（日）

浦上コレクションの至宝が一堂に

　萩美術館・浦上記念館は、萩市出身で萩市名誉市民でもある
浦上敏朗氏が、東洋陶磁や浮世絵を中心とする美術品を山口県
に寄贈されたことを契機に、1996 年（平成８）10 月に開館し、
今年で開館 20 周年を迎えます。
　葛飾北斎の「富嶽三十六景」、歌川広重の「東海道五十三次」、
東洲斎写楽、喜多川歌麿など浮世絵の名品、朝鮮陶磁の名品な
ど、東洋陶磁と浮世絵から選りすぐった名品１９２点を紹介し
ます。
■観覧料　一般 1,000 円、70 歳以上の方・学生 800 円
■休館日　10月３日（月）

夏 企 画 展、 今 年 は 9 月 シ ル バ ー
ウィークまで

開館20周年記念特別企画展Ⅰ
やきものでわくわく　浮世絵にうきうき
　ー館蔵名品展

喜多川歌麿「難波屋おきた」

お
江
戸
の
美
少
女
ア
イ
ド
ル

葛飾北斎「富嶽三十六景　凱風快晴」

うきうき大好き、富士山

開館20周年記念特別企画展Ⅱ
「すみすり　赤間硯の造形」

10 月 18 日（火）～ 17 年１月 15 日（日）

9月25日（日）まで

衝撃！ビッグアニマル大接近
～地球をゆるがす巨大生物たち

10月８日（土）～12月４日（日）
■観覧料　大人 510 円、高・大学生 310 円、小・中学
生 100 円
■休館日　９月 30 日（金）

江戸時代の科学と技術
ー天文・医学・機巧秋企画展

　「平安古備組」と「古萩町大
名行列」を合わせて総勢 200
人を超える行列が市内を練り歩
きます。

（問）萩市観光課
（0838・25・3139）

一大歴史絵巻が繰り広げられます
萩時代まつり

　田町商店街で秋に開催される萩
焼即売会。

（問）田町商店街振興組合連合会
（0838・26・2201）

400年の伝統を誇る萩焼の大即売会
萩・田町萩焼まつり

　情緒あふれる城下町を着物姿で歩きませ
んか。着物レンタル、和小物づくり体験、
写真のプレゼントなど。

（問）萩市観光協会（0838・25・1750）

世界遺産のまちなみを着物でそぞろ歩き
着物ウィーク in 萩 　約 4000 本の竹灯が夜の城

下町を幻想的に照らし出しま
す。

（問）萩市観光課
（0838・25・3139）

世界遺産のまちなみを竹灯籠がほのかに照らす

萩・竹灯路物語


